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大建工業、ＷＰＣ床材「ｴｸｵｽｼﾘｰｽﾞ」に新ﾗｲﾝｱｯﾌﾟ 「ｴｸｵｽ ﾋﾟｭｱｼﾙｸ」新発売 
大建工業は、傷がつきにくく、水濡れにも強い WPC 床材「ｴｸｵｽｼﾘｰｽﾞ」に、 肌触りのよい
素材を活かした意匠の「ｴｸｵｽ ﾋﾟｭｱｼﾙｸ」を新たにﾗｲﾝｱｯﾌﾟして、2015 年 5 月 21 日より全国
で発売を開始します。これまで床材には、傷や汚れに強いといった機能を求めるお客様が
多く、当社独自の加工技術である WPC 加工を表面材に施した床材「ｴｸｵｽｼﾘｰｽﾞ」は、特に
耐久性が高く評価され、ご好評いただいております。さらに最近では耐久性に加えて、ﾃﾞｻﾞ
ｲﾝや色柄といった意匠面、中でも手触り感の良さを求める傾向があります。そこで当社はこ
れらのﾆｰｽﾞにお応えするため、傷や水に強いといった WPC 床材「ｴｸｵｽｼﾘｰｽﾞ」ならではの
機能はそのままに、肌触りのよい素材を活かした意匠の「ｴｸｵｽ ﾋﾟｭｱｼﾙｸ」を発売。ﾗｲﾝｱｯ
ﾌﾟの充実によりさらなる提案力の強化を図ります。「ｴｸｵｽ ﾋﾟｭｱｼﾙｸ」は、高級感のある 2P、
定番で落ち着きのある 3P に、特に女性の方々からの要望が多いお手入れのしやすさを追
求した“溝なし”の 5P を新たに加え、多彩な表面材パターンを用意しています。 

情報提供：大建工業 

ﾀﾀﾐ一畳の設置ｽﾍﾟｰｽで、狭小住宅の押入れﾘﾌｫｰﾑにおすすめ「ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ」発売 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ株式会社は、狭小住宅の押入れを利用したﾘﾌｫｰﾑ
におすすめの、ﾀﾀﾐ一畳のｽﾍﾟｰｽで設置可能なﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ「1608 ｼﾞｮｲﾓﾀﾞ
ﾝ S200V」を 2015 年 6 月 2 日より発売します。製品は 2 階建て専用の 2 人乗り
（積載量 150kg)ﾀｲﾌﾟで、省ｽﾍﾟｰｽ・省施工・省エネを実現。高齢化が進む中、
拡大する住宅ﾘﾌｫｰﾑ市場において、既存住宅へのｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置の需要が
増加しています。しかし,でﾘﾌｫｰﾑのﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置には、住宅基礎の大
幅改修が伴い、工期・費用などが課題となっています。そこで当社は、既発売

の機器類を小型化・薄型化し、建築工事の省施工を実現したﾋﾟｯﾄ寸法（最下階床下寸法）200mm の技術を応用展開。さ
らに油圧機器をスリム化、機器レイアウトを改良して、当社従来品比で 3 日間の工期短縮やｺｽﾄ軽減を実現しました。 

情報提供：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

YKKAP、最新ﾄﾚﾝﾄﾞを取り入れた新ﾃﾞｻﾞｲﾝﾄﾞｱを追加、新ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞを刷新 
ＹＫＫ ＡＰは、木質ｲﾝﾃﾘｱ建材［ﾗﾌｫﾚｽﾀ］ｼﾘｰｽﾞにて、
“ﾐｯｸｽﾄﾅﾁｭﾗﾙ”、“ｳｯﾃﾞｨﾅﾁｭﾗﾙ”、“ﾌﾚﾝﾁﾅﾁｭﾗﾙ”の 3
つのｽﾀｲﾙのｲﾝﾃﾘｱ空間を新たに提案します。これら 3
つのｽﾀｲﾙにﾏｯﾁする室内ﾄﾞｱ・引戸などの新ﾃﾞｻﾞｲﾝを 6
月 1 日に発売するとともに、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ・階段もﾘﾆｭｰｱﾙし、
各ｱｲﾃﾑを組み合わせたｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを展開しま
す。室内ﾄﾞｱ・引戸はﾌﾞﾗｯｸﾗｲﾝをあしらったﾓﾀﾞﾝなﾃﾞｻﾞｲ
ﾝやﾅﾁｭﾗﾙ感を演出する板張り調ﾃﾞｻﾞｲﾝ、またｳｪｰﾌﾞ形
状のｴﾚｶﾞﾝﾄなﾊﾝﾄﾞﾙを追加で発売します。ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞはｶ
ﾗｰを刷新し、ｶﾌｪやｼｮｯﾌﾟのｲﾒｰｼﾞを住宅にあわせてｱﾚ
ﾝｼﾞしたこだわりの色柄や、銘木の持つしなやかさや艶を
最新の技術でﾘｱﾙに再現した色柄にﾘﾆｭｰｱﾙします。 

情報提供：YKKAP 

平成 27 年 4 月の住宅着工の動向について 
平成 27 年 4 月の住宅着工数は 75,617 戸で、前年同月比で 0.4％増となった。また、季節調整済年率換算値では 91.3
万戸（前年比 0.7％減）となった。利用関係別にみると、実数値では、前年同月比で分譲住宅が増、持家、貸家が減とな
った。季節調整値では、前月比で分譲住宅が増、持家、貸家が減となった。住宅着工の動向については、昨年 4 月の消
費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動もあって、このところ前年同月比で減少が続いていたが、足下では前年同月
比で 2 ヶ月連続の増加となっている。住宅着工は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が薄れてお
り、緩やかに持ち直しているとみている。住宅着工については、今般の経済対策等を踏まえ、今後の動向をしっかりと注
視していく必要がある。持家は前年同月比では15ヶ月連続の減少、貸家は前年同月比では2ヶ月ぶりの減少、分譲住宅
は前年同月比では 2 ヶ月ぶりの増加、分譲ﾏﾝｼｮﾝは前年同月比では 2 ヶ月ぶりの増加、分譲一戸建て住宅は前年同月
比では 12 ヶ月連続の減少である。府県別では大阪 4491 戸（前年同月比 34.0％↓）、兵庫県 2364 戸（13.1％↓）、岡山
1140 戸（60.6％↑）、広島 1422 戸（5.1％↓）である。 

情報提供：国土交通省 
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